
令和4（2022）年５月１日号
  №1

63

市 会

  Point

  P２ 令和４年度予算に注目！
  P７  13人の議員が登壇

議  令
和
４（
2
0
2
2
）年
５
月
１
日
号

No.163
《
発
行
》
飯
能
市
議
会
　
☎
042－973－2686　

《
編
集
》
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
１
－１

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！
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一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 

        

もっと市議会を身近に感じて、
もっと多くの人に読んで
ほしいという想いを込めて
リニューアルされたんだよ！

 

 

 

議会を調べよう！

次回の6月定例会は

6月３日開会予定
会期日程等は6月1日頃内定します。

市議会だよりが
「もっとはんのう市議会」

に変わったのは
なぜ？ 

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）5/26～5/30、6/16～6/21、6/25～6/29
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景
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●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　今号より議会と市民の皆さまを繋ぐ市議会だよりを
リニューアルしました。
　市民の皆さまに読んでいただきたい、議会のことを
もっと知っていただきたいという想いで、他市議会広
報の研究や、あきる野市議会のオンライン視察を行い、
読みやすい文字、優しい表現、見やすい紙面を心がけ、
皆さまが手に取ってみたいと思っていただけるよう検
討を重ねてまいりました。
　新しい紙面はいかがでしょうか。今後も「伝える」
努力と工夫を続けてまいりますので、ご意見・ご感想
を頂けましたら幸いです。また有料広告も募集してお
りますので、ご活用ください。　　　　 （パタソン）

広報委員　委 員 長　内田　健次
　　　　　副委員長　武田　一宏 
　　　　　委　　員　長谷川順子　パタソンひとみ
　　　　　　　　　　栗原　義幸　滝沢  修 

　田園風景の残る精明地区、下加治
に人気のお花見スポットがあります。
ここには、コロナ禍でもほっとする
時間があります。　　　　　　  

（滝沢）

「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」
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令和4年度 一般会計当初予算 

公営企業会計

予算額

予算額

特別会計

※令和４年４月１日現在の人口（78,630人）で算出

反対の立場

賛成の立場

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　２

土木費　４３,０００円

総務費　４３,０００円

衛生費　３２,０００円

教育費　３５,０００円

その他  １９,０００円

公債費
３９,０００円

消防費
１７,０００円

市民１人当たり
の予算 

 

水道事業会計 

下水道事業会計 

87億2,487万4千円

6,765万2千円

6,727万6千円

４億9,596万5千円

２億9,646万9千円

２億4,881万6千円

３億5,019万4千円

67億3,476万3千円

11億9,876万4千円

5,463万9千円

27億4,805万4千円

35億575万1千円

国民健康保険（事業勘定） 

国民健康保険（南高麗診療所勘定）  
国民健康保険（名栗診療所勘定） 

笠縫土地区画整理

双柳南部土地区画整理

岩沢北部土地区画整理

岩沢南部土地区画整理

介護保険 

後期高齢者医療 

訪問看護ステーション

　子ども医療費無償化の対象年齢拡大等は評
価するが、市民課窓口の民間委託は公的責任
を果たせないこと、久下六道線整備には市民
全体の合意形成が必要であること等から、反
対する。

　市債を２１億円減額しつつも全体では２％
の減額に留め、財政健全化に向けた強い姿勢
を示していること、対話重視のまちづくりの
ため、きめ細かく充実した予算であることか
ら、賛成する。

討　論 特別会計・公営企業会計も全て

前年度に比べ６億円、２％の減額となりました。主な内容は下記のとおりです。

民生費　１４７,０００円  

 

 

 

  

討　論
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　　充実させる内容は？

　　導入のスケジュールは？ 　　事業内容は？

　　森林の新たな利活用とは？ 　　改修内容とスケジュールは？

新規

新規 新規

新規

拡充

拡充

●３　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

 

 

　12,000千円

 

 

 

46,760千円

  

26,000千円

 

277千円

 

77,928千円 180,000千円

  

  

飯能第一小学校
施設整備の
在り方の検討

地域の足の確保に
向けた新たな
移動手段の導入

森林の整備、
利活用の推進

ブックスタート
絵本のプレゼント

阿須運動公園
ホッケー場の改修

障害のある方への
相談支援体制の
充実

　　今後の在り方について、地域住民との対話
　　を通じた合意形成により、校舎整備基本計
　　画の策定を予定している。

　　相談内容が複雑多様化するなか、支援体制
　　を充実させるため、すこやか福祉相談セン
　　ターの相談支援職員を増員する。

　　原市場・南高麗地区のお出かけの足として、
　　高齢者の通院や買い物での利用を考慮した
　　方針案を策定。実証運行開始は９月を予定。

　　絵本を介した親子のふれあいを高め、子ど
　　もの読書環境を整えるため、乳児健診時に
　　絵本をプレゼントする。

　　都市住民に森林体験サービスを提供するこ
　　とで安定した収入と雇用を確保し、山間地
　　域の活性化につなげる事業などに取り組む。

　　人工芝を張替え、全国大会レベルの競技会
　　場の人工芝として日本ホッケー協会から公
　　認される仕様とする。11月から改修予定。
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議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。

３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決

新たな基金設置の考え方は？

定数削減についての見解は？

空調設備改修事業の内容は？

令和４年度予算の特徴は？

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　４

議案等の上程

　　 議会は、２月２５日から3月２４日までの２８日間開かれ、市長提出議案２９件、
議員提出議案１件、その他１件について審議等を行い、全て　　しました。
３月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

【議案第７号】飯能市みらい環境基金条例

　・環境保全と創造に関する施策を計画的に進める財源として基
　　金を設置

環境づくり基金と緑の基金の目的を併せて推進する基金を新たに
設置し、ふるさと納税の寄附金も有効に活用して清流保全や環境
調査、脱炭素化事業等に取り組む。

【議案第９号】飯能市消防団条例の一部を改正する条例

　・分団の再編により団員の定員を削減
　・災害出動報酬の創設により団員の処遇を改善

条例の定員に満たない現状が続いているため、消防団と十分に話
し合い、分団を再編して活動に支障のない定員とした。

【議案第１０号】飯能市一般会計補正予算（第１３号）

　・補正額15億7,429万6千円
　・富士見小学校、美杉台小学校の空調設備改修事業費を計上
　　（令和４年度へ繰越）

設置後３０年以上が経過する空調設備について、集中方式から個
別方式に改修する。

【議案第２７号】令和４年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算

　・歳入歳出予算額１１億9,876万４千円
　・前年度比10.6％の増加

保険料率が改正される。団塊の世代が75歳になりはじめるため、
被保険者が増加することが大きな理由。

☟

全ての議案はこちらから
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委員会の審査 各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。

最後の土地取得になるが、改め
て取得目的は？

第二区地区行政センター・保育
所の修繕内容は？

予算編成における逆ザヤの考え
は？

個人市民税、法人市民税の積算
根拠は？

特定健康審査委託料の新たな内
容は？

久下六道線整備の住民理解につ
いては？

常任委員会

●５　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

一般質問議 決

議案質疑を経て、議案は３つの 　　　　　  に付託され、詳細に審査しました。
３月議会の主な審査内容は、次のとおりです。

委 員 長　椙田　博之
副委員長　武田　一宏
委　　員　長谷川順子
　　　　　中元　　太
　　　　　野口　和彦
　　　　　新井　　巧
　　　　　野田　直人

委 員 長　大津　　力
副委員長　内田　健次
委　　員　熊田　尚子
　　　　　関田　直子
　　　　　金子　敏江
　　　　　加藤由貴夫

委 員 長　栗原　義幸
副委員長　パタソンひとみ
委　　員　坂井　悦子
　　　　　滝沢　　修
　　　　　鳥居　誠明
　　　　　加涌　弘貴

総 務 教 育
委員会

経済建設
委員会

生活福祉
委員会

予算編成における逆ザヤの考
は？

個人市民税、法人市民税
根拠は？ 委 員

税の積算
委 員

総 務
委

内容は、次のとお

最後の土地取得になるが
て取得目的は？ 根

が、改めめ 個

特定健康審査委託料の新たな内
容は？ 委 員

生活
委

⑲ 財産の取得について ⑳ 令和４年度一般会計予算

第二区地区行政センタ
所の修繕内容は？ 特

ー・保育育
特

⑳ 令和４年度一般会計予算

㉙ 令和４年度水道事業会計
　 予算

㉑ 令和４年度国民健康保険
　 特別会計予算

久下六道線整備の住民理
いては？

委 員
え

久
い

理解につ

経
委

⑳ 令和４年度一般会計予算

○の中の数字は議案番号

経営健全化計画に基づき、土地
開発公社の解散を目的に土地を
取得してきた。次世代に不良債
権を残さないという意味がある。

耐震補強の設計委託を行い、そ
れ以外の修繕も検討していく。

減価償却費が増大しているため
逆ザヤになっているが、経費を
更に抑制し、適正な事業規模で
実施することで安定した運営が
行えると考えている。

個人市民税は個人消費の持ち直
しや納税義務者の増加等を勘案
し、前年度比増とした。法人市
民税は本市の回復基調が全国よ
りもやや遅れているため、前年
度比減とした。

特定健診の受診率向上のため、
人工知能を使い対象者ごとに情
報を分析し、効果的な受診勧奨
通知を作成する。

測量、予備設計についての住民
説明会を開催し、しっかりと説
明していく。
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●
●
●

市議会だよりに広告を掲載しませんか

議案
番号

議決結果

議席番号・議員名

　　議　案　名

議案
番号

議決
結果

議案
番号

議決結果議　　　　　案　　　　　名

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　６

1 承　　認

2 原案可決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

熊
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長
谷
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井
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8 飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

19 財産の取得について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

20 令和４年度飯能市一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

21 令和４年度飯能市国民健康保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

27 令和４年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

28 令和４年度飯能市訪問看護ステーション特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

29 令和４年度飯能市水道事業会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議提1 原案可決

3 飯能市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

4 原案可決

5 原案可決

6 原案可決

7 原案可決

9 原案可決

10 原案可決

11 原案可決

12 原案可決

13 原案可決

14 原案可決

15 原案可決

16 原案可決

17 原案可決

18 原案可決

22 原案可決

23 原案可決

24 原案可決

25 原案可決

26 原案可決

30 原案可決

31 原案可決

派　　遣

飯能市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和４年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算

令和４年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１３号）

■賛否が分かれた議案 ※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

飯能市土地開発基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

　
　

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１２号）

市道路線の廃止について（大字下川崎地内）

議員派遣の件

令和３年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和３年度飯能市下水道事業会計補正予算（第２号）

ロシア連邦のウクライナ侵攻に抗議する決議

令和４年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算

令和４年度飯能市介護保険特別会計予算

令和４年度飯能市下水道事業会計予算

■全会一致の議案

令和４年２月臨時会　議決結果

議　 　　　案　　　　　名

※中元太議員は議長のため、採決には加わっていません。

■全会一致の議案

令和４年３月定例会　議決結果

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１１号））

飯能市消防団条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１４号）

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について

飯能市土地開発公社所有地取得基金条例を廃止する条例

令和３年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和３年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

飯能市みらい環境基金条例

市道路線の認定について（大字下川崎地内）

令和４年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算

上記のサンプル （タテ45mm ×ヨコ 60mm ）で掲載料１万円です。

　 年４回（５月・８月・１１月・２月）、約２万９千部を発行
　 申し込みは掲載希望号の発行日２カ月前までに議会事務局へ
　 広告サイズは４種類（１万円から）
　 各世帯への配付と公共施設への配架

※ 詳しくは、市ホームページか議会事務局へお問い合わせください。

～ 企業や事業、イベントのＰＲにご活用ください!! ～

パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み
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一 般 質 問

一　 般　 質　 問

子
ど
も
の
心
と
身
体
の
問
題
の
早
期

解
決
へ
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や

保
護
者
が
相
談
で
き
る
精
神
科
の
専

門
医
を
月
１
回
程
度
委
託
し
て
は
ど

う
か
。

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
や
就

労
支
援
に
活
用
で
き
る
国
の「
地
域

女
性
活
躍
推
進
交
付
金
」の
活
用
や
、

初
歩
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
技
能
を
学
べ

る
講
座
の
開
催
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
へ
の
地
域
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
取
り
組
み
は
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
に
関
し
て

の
情
報
提
供
や
、
地
区
行
政
セ
ン
タ

ー
な
ど
身
近
な
場
所
で
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
強
化
は
。

●７　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視
点から質問し、説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人６０
分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１３人の
議員が登壇しました。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次
元コードから、該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

市政に対する

熊
田　

尚
子
（
公
明
党
）

教
育
相
談
体
制
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
支
援

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
取
り
組
み

医
療
面
の
相
談
に
も
十
分
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
嘱
託
医

と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
、
教
育
相
談
体
制
の
整
備
・

充
実
に
努
め
る
。

女
性
活
躍
推
進
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
採
択
事
例
等
も
参
考
に
調
査

・
研
究
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
技
能
の
習

得
に
係
る
講
座
に
つ
い
て
は
埼
玉
県

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
も
情
報
交
換
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
し
た
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
利
用

へ
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
地
区
行

政
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
講
習
会
の
機
会

を
増
や
す
調
整
を
始
め
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
と
連
携

し
、
特
設
窓
口
を
設
置
し
て
の
サ
ポ

ー
ト
や
広
報
は
ん
の
う
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い
く
。

マイナポイント事業
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一 般 質 問

飯
能
市
は
水
源
地
で
あ
り
、
入
間
川

・
荒
川
が
東
京
湾
ま
で
繋
が
る
間
に

隣
接
す
る
自
治
体
が
20
も
あ
る
。
木

材
商
品
や
森
林
教
育
な
ど
を
商
品
化

し
、
川
下
の
自
治
体
の
森
林
環
境
譲

与
税
で
消
費
し
て
頂
け
れ
ば
大
き
な

流
通
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
飯

能
市
に
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
は
地
権
者
の
集
約
化
に
か
か
る
人

件
費
に
充
て
、
早
期
に
集
約
化
を
完

了
さ
せ
る
。
こ
こ
で
一
番
大
き
な
構

想
と
な
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は

三
重
県
に
あ
る
ウ
ッ
ド
ピ
ア
の
よ
う

な
木
材
集
積
場
と
製
材
所
を
合
わ
せ

た
場
所
を
新
た
に
創
り
、
市
長
の
公

約
に
も
あ
る
道
の
駅
と
同
じ
場
所
に

組
み
合
わ
せ
、
展
示
場
も
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
西
川
材
の
一
大

拠
点
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
間

企
業
の
共
同
体
で
は
、
販
売
の
軸
と

し
て
川
下
の
自
治
体
が
毎
年
受
け
取

る
森
林
環
境
譲
与
税
の
利
活
用
が
進

む
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、
税
に

よ
る
経
済
循
環
と
森
林
整
備
が
持
続

可
能
に
な
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
。
現
状
の
西
川

材
に
関
連
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
企

業
や
個
人
事
業
主
に
お
い
て
は
、 

共

通
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
よ
う

に
思
う
。
こ
の「
西
川
材
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」に
対
し
、
市
長
の
考
え
は
。

「
飯
能
地
区
河
川
利
活
用
検
討
業
務

委
託
」
の
業
務
委
託
の
内
容
は
。

山
間
地
域
の
日
照
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
ま
た
ハ
イ
カ
ー
の
眺
望
を
確

保
す
る
た
め
、
稜
線
を
優
先
的
に
伐

採
す
る
こ
と
は
有
益
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

第
一
小
学
校
校
舎
建
て
替
え
の
現
時

点
の
見
通
し
は
。

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163２８

大
津　
　

力
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

飯
能
河
原
に
つ
い
て

森
林
政
策
に
つ
い
て

第
一
小
学
校
に
つ
い
て

飯
能
河
原
メ
イ
ン
エ
リ
ア
と
、
川
の

国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
遊
歩
道
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
本
郷
浄
水
場
付
近
か
ら
堰
付
近
、

割
岩
橋
か
ら
矢
久
橋
付
近
の
周
辺
エ

リ
ア
も
含
め
た
エ
リ
ア
の
利
活
用
方

針
の
検
討
、
策
定
、
河
原
メ
イ
ン
エ

リ
ア
内
の
利
用
方
法
と
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
等
の
有
料
化
実
証
事
業
の
企
画
実

施
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
更
な
る
利
活

用
や
賑
わ
い
創
出
の
検
討
、
飯
能
河

原
全
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の

策
定
な
ど
を
行
う
も
の
。

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
森
林

の
伐
採
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
観

光
的
な
側
面
か
ら
の
間
伐
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
年
々
増
大
し
て
お
り
、
喫

緊
か
つ
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
地
域
と
の
対
話
を
通
じ
て

地
域
の
要
望
を
吸
い
上
げ
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
く
。

改
修
す
る
に
し
て
も
、
建
て
替
え
る

に
し
て
も
大
が
か
り
な
も
の
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
庁
内
で

横
断
的
な
組
織
体
制
を
組
み
、
施
設

整
備
の
方
向
性
や
、
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

飯能河原

野
口　

和
彦
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

森
林
環
境
税
に
伴
う
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
「
西
川
材
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

西川材復活プロジェクト

森
林
循
環
と
地
域
経
済
の
循
環
を
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
、
壮
大
な
提

案
と
受
け
止
め
る
。
今
後
の
施
策
を

考
え
る
上
で
の
参
考
と
す
る
。
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一 般 質 問

「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」は
、
気

象
庁
が
推
進
す
る
、
気
象
に
特
化
し

た
防
災
啓
発
活
動
や
災
害
対
策
の
改

善
支
援
、
災
害
発
生
時
の
活
動
支
援

等
を
可
能
に
す
る
も
の
。
本
市
に
お

い
て
も
、
山
間
地
域
の
土
砂
災
害
や

河
川
流
域
の
浸
水
対
策
等
、
大
雨
に

よ
る
水
災
害
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

「
避
難
所
混
雑
可
視
化
シ
ス
テ
ム
」と

は
、住
民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、

事
前
に
避
難
所
の
混
雑
状
況
の
確
認

が
で
き
、
的
確
な
避
難
行
動
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
も
の
。
本
市
で
は
、

既
に
、
昨
年
の
期
日
前
投
票
所
の
混

雑
防
止
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
３
密
を
避
け
る

避
難
所
運
営
が
可
能
と
な
り
、
分
散

避
難
に
も
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

新
た
な
災
害
対
策
と
し
て
、
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

16
ｍ
の
拡
幅
は
必
要
な
の
か
。

凹
凸
な
ど
危
険
箇
所
は
工
事
完
了
ま

で
そ
の
ま
ま
な
の
か
。

令
和
４
年
度
の
測
量
設
計
委
託
料
の

詳
細
は
。

事
業
実
施
の
財
源
は
。

補
助
率
は
。

例
え
ば
16
ｍ
を
12
ｍ
に
す
る
な
ど
事

業
内
容
が
変
更
し
た
場
合
、
国
の
補

助
は
使
用
可
能
か
。

地
域
福
祉
推
進
組
織
の
新
規
設
立
予

定
は
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
の
進
捗
は
。

●９　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

武
田　

一
宏
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

久
下
六
道
線
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

地
域
福
祉
推
進
組
織
に
つ
い
て

賑
わ
い
創
出
の
場
所
作
り
に
は
ど
の

く
ら
い
の
幅
員
が
必
要
か
検
討
し
た

結
果
16
ｍ
必
要
と
考
え
る
。

道
路
管
理
者
の
埼
玉
県
と
道
路
移
管

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
移
管
時
に

改
善
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

建
物
の
位
置
等
、
現
状
把
握
を
目
的

と
し
た
現
地
測
量
及
び
路
線
の
中
心

線
を
決
め
る
予
備
設
計
を
行
う
。

国
の
補
助
金
、交
付
金
を
活
用
す
る
。

50
〜
55
％
で
あ
る
。

国
の
補
助
を
受
け
る
に
は
都
市
計
画

に
適
合
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
都

市
計
画
法
に
基
づ
い
た
変
更
手
続
き

が
求
め
ら
れ
る
が
、
久
下
六
道
線
に

関
し
て
は
既
に
途
中
ま
で
着
工
が
な

さ
れ
て
い
る
た
め
難
し
い
。
事
業
内

容
の
変
更
に
関
し
て
は
充
分
に
吟
味

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
新

規
設
立
の
予
定
は
な
い
。

13
人
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、
現
在
は
９
人
で
あ
る
。

久下六道線の現在の様子

栗
原　

義
幸
（
公
明
党
）

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
と

避
難
所
の
混
雑
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

出
典
：
気
象
庁

本
市
で
は
、
気
象
状
況
と
そ
の
見
通

し
な
ど
の
連
携
に
つ
い
て
、
熊
谷
地

方
気
象
台
と
市
の
間
で
24
時
間
対
応

可
能
な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
構
築
し
て

い
る
。「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
雇

用
し
、
風
水
害
時
の
対
策
を
担
っ
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
導
入
し
て
い
る

自
治
体
の
活
用
状
況
を
把
握
し
、

研
究
し
て
い
く
。

全
国
の
自
治
体
で
も
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
導
入
自
治
体
の
活

用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
、
研
究
し

て
い
く
。
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一 般 質 問

現
在
、
学
校
に
登
校
で
き
て
い
な
い

児
童
生
徒
は
何
人
い
る
か
。

多
面
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
専
門

家
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

５
〜
11
歳
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
努
力
義
務
か
ら
外
れ
た
こ
と
も

お
知
ら
せ
す
る
べ
き
で
は
。

自
伐
型
林
業
の
研
修
校
が
市
内
に
あ

る
。
担
い
手
確
保
の
場
所
と
し
て
注

目
す
べ
き
で
は
。

市
が
買
っ
た
土
地
の
伐
採
木
の
取
り

扱
い
は
、
売
却
代
金
の
扱
い
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
市
は
市
民
に
報

告
が
必
要
。
事
業
者
に
委
ね
た
、
と

は
何
か
。
財
務
会
計
上
の
明
確
な
用

語
で
明
示
を
。

第
１
回
の
検
証
委
員
会
の
報
告
は
。

次
回
の
開
催
は
い
つ
か
。

阿
須
山
中
事
業
の
白
紙
撤
回
を
求
め
、

１
万
３
５
０
０
筆
以
上
の
署
名
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
反
対
運
動
が
起
こ

る
な
ど
、
な
ぜ
市
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
か
検
証
す
る
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
・

生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
、
１
６
８
６

件
の
調
査
事
例
を
ま
と
め
た「
ひ
き

こ
も
り
白
書
」が
あ
る
。
そ
の
内
６

割
が
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
し
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
６
割
が
コ
ロ
ナ
禍
で
精

神
状
態
が
悪
化
し
、
３
割
が
生
活
困

窮
と
答
え
て
い
る
。
自
由
記
述
で
は
、

「
地
獄
の
よ
う
な
孤
独
か
ら
救
っ
て

ほ
し
い
」「
ひ
と
り
で
生
き
て
い
け
る

か
自
信
が
な
い
」「
で
き
れ
ば
早
く
死

に
た
い
」等
と
深
刻
な
実
態
が
う
か

が
え
る
。
自
治
体
に
は
、
①
相
談
窓

口
の
明
確
化
と
専
門
職
員
の
育
成
②

居
場
所
づ
く
り
、
社
会
参
加
と
就
労

支
援
③
広
報
で
の
周
知
と
周
知
方
法

の
工
夫
④
関
係
機
関
と
の
連
携
、
支

援
団
体
の
育
成
と
地
域
協
力
者
の
発

掘
・
育
成
等
を
求
め
て
い
る
。
実
態

把
握
と
取
り
組
み
強
化
を
望
む
が
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
は

重
要
で
あ
る
。
正
規
職
員
化
と
増
員

で
、
全
13
圏
域
に
配
置
を
。
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新
井　
　

巧
（
日
本
共
産
党
）

コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
き
こ
も
り・生
き
づ

ら
さ
に
対
応
し
た
支
援
が
必
要

民
生
委
員
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
実
態

把
握
に
努
め
、
家
族
の
心
情
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
に
考
慮
し
な
が
ら
ど

の
よ
う
な
支
援
に
つ
な
げ
る
か
検
討

し
て
い
く
。
健
康
づ
く
り
支
援
課
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
相
談
窓
口
で
取

り
組
む
。
県
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
専
門
機

関
と
連
携
し
、
専
門
職
員
の
育
成
に

努
め
、
居
場
所
づ
く
り
は
先
進
事
例

を
研
究
し
て
い
く
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
く
。

埼玉県の相談機関

長
谷
川　

順
子
（
無
所
属
）

Ｓ
Ｓ
Ｗ
各
校
配
置
を
、
小
児
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
慎
重
に
、
自
伐
型
林

業
、
阿
須
山
中
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
問
題

小
学
生
43
名
、
中
学
生
82
名
。

市
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
県

費
対
応
の
た
め
増
員
は
難
し
い
。

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

森
林
現
場
で
活
躍
し
て
も
ら
え
る
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
者
に
処
分
を
任
せ
た
。

報
告
で
き
る
段
階
に
な
い
。

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

全
て
の
市
民
が
反
対
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。
検
証
す
る
の
は
一
定
程
度

の
ま
だ
事
業
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
明
ら
か
に
す
る
た
め
。

各校にスクールソーシャルワーカーを
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一 般 質 問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
理
用
品
の
購
入

に
困
っ
た
女
性
が
多
く
い
る
こ
と
が

衝
撃
と
な
り
、
全
国
で
は
急
遽
、
防

災
備
蓄
品
を
公
共
施
設
や
学
校
に
配

置
し
た
が
、
備
蓄
品
が
無
く
な
っ
た

時
点
で
終
了
と
い
う
自
治
体
が
多
く
、

継
続
性
と
い
う
点
で
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
生
徒
の
健
康
と
月
経
衛
生
、

安
心
し
て
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置
し
て
、

生
徒
の
学
習
権
を
保
障
す
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。
過
日
、
中
学
校
３

校（
一
中
、
加
治
中
、
原
市
場
中
）を

訪
問
し
て
校
長
、
教
頭
、
養
護
教
諭

か
ら
話
を
伺
っ
た
。
体
に
変
調
が
起

き
て
い
る
女
子
生
徒
が
多
い
と
聞
き
、

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
我
慢
を
抱
え
体

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。

確
実
に
事
業
化
を
し
て
ほ
し
い
。
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
・
結
果
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
」で
は
、区
画
整
理
の
加
速
化
、

充
実
化
も
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
る
。

加
速
化
、
充
実
化
を
図
る
に
は
、
財

源
や
事
業
期
間
な
ど
の
課
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
業
の

進
め
方
は
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
必
要
に
な

る
。
し
か
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

の
乱
開
発
が
森
林
破
壊
や
土
砂
崩
れ
、

住
環
境
の
悪
化
も
招
き
か
ね
な
い
。

飯
能
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、
環
境

保
全
地
区
と
建
設
可
能
地
区
を
分
け

る
条
例
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
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滝
沢　
　

修
（
日
本
共
産
党
）

「
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」

区
画
整
理
の
加
速
化
・
充
実
化
と
は

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
の
条
例
化
を

笠
縫
地
区
は
、
幹
線
道
路
の
整
備
も

概
ね
完
了
し
、
建
物
移
転
率
も
９
割

を
超
え
た
。
生
活
道
路
の
整
備
を
優

先
し
快
適
な
住
環
境
の
創
出
を
図
っ

て
行
く
。
双
柳
南
部
地
区
は
、
生
活

環
境
の
改
善
を
早
急
に
図
る
た
め
、

下
水
道
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
を
優

先
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。
岩
沢
地

区
は
、建
物
移
転
や
道
路
、下
水
道
整

備
を
積
極
的
に
進
め
、
阿
須
小
久
保

線
は
国
道
２
９
９
号
ま
で
の
開
通
を
令

和
７
年
度
を
目
標
に
進
め
て
い
く
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
対
象
と

す
る
条
例
の
多
く
は
、
土
地
所
有
者

の
財
産
権
や
営
業
の
自
由
を
規
制
し

て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
拡
大
を
支
持
し
な
が
ら
、
そ
の
適

正
配
置
や
設
置
、
環
境
や
防
災
な
ど

地
域
へ
の
影
響
に
配
慮
を
求
め
て
い

る
。
日
高
市
の
裁
判
も
注
視
し
、
引

続
き
調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
。

林地のソーラーパネル設置（阿須山中）

金
子　

敏
江
（
日
本
共
産
党
）

学
習
権
を
保
障
す
る
た
め
に
中
学
校

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
配
置
を

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
家
庭
の
状
況

に
つ
い
て
も
聴
く
た
め
、
慎
重
を
期

す
必
要
が
あ
り
質
問
内
容
や
実
施

方
法
に
つ
い
て
精
査
し
て
行
っ
た
。

「
学
校
生
活
で
生
理
用
品
が
な
く
て

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」、「
困
っ
た

と
き
に
ど
う
し
て
い
る
か
」、「
予
備

の
生
理
用
品
を
ど
こ
に
置
い
て
ほ
し

い
か
」等
で
、
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
集
計
中
で
あ
り
、
ま
だ
判
断

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
で
は
な
い
が
、

集
計
が
終
わ
り
次
第
、
し
っ
か
り
分

析
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
と
な
る

よ
う
対
応
し
て
い
く
。

生徒の学習権を保障
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一 般 質 問

広
告
物
掲
載
事
業
の
拡
大
や
対
象
イ

ベ
ン
ト
の
追
加
は
。

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
市
の
Ｐ
Ｒ

策
と
し
て
２
か
所
予
定
。
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
に
つ
い
て
、
更
新
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
広
告
が
実
施
可
能
で
は
。

自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

実
施
が
増
え
、
総
務
省
も
支
援
。
国

の
支
援
を
得
て
、
地
域
課
題
の
解
決
、

自
主
財
源
増
の
た
め
実
施
し
て
は
。

公
用
車
の
広
告
掲
載
は
県
内
多
数
の

自
治
体
で
必
要
な
規
定
を
整
備
し
導

入
事
例
が
あ
る
。
努
力
す
べ
き
で
は
。

自
主
財
源
比
率
が
低
い
こ
と
に
財
政

の
健
全
性
か
ら
所
見
は
。

非
居
住
物
件
に
対
す
る
特
定
空
家
認

定
他
、
固
定
資
産
の
流
動
化
に
よ
る

活
力
増
、
増
収
を
よ
り
推
進
し
て
は
。

人
口
減
少
、
社
会
保
障
費
の
増
大
等

財
源
不
足
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の

超
過
税
率
な
ど
、
一
定
規
模
の
財
源

が
確
保
で
き
る
項
目
へ
の
検
討
は
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
方
へ
わ
か
り

や
す
い
対
応
を
お
願
い
し
た
い
が
。

通
報
や
再
発
防
止
に
二
次
元
コ
ー
ド

を
効
果
的
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

国
道
２
９
９
号
の
騒
音
問
題
で
市
民

は
ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
か
。

環
境
基
準
を
超
過
し
た
地
点
で
の
騒

音
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

早
稲
田
学
園
の
開
校
に
伴
っ
た
地
域

住
民
へ
の
施
設
開
放
と
避
難
場
所
と

し
て
の
利
用
は
。

副
反
応
が
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
感
染
に
よ
る
重
症
化

や
死
亡
が
見
ら
れ
な
い
５
歳
か
ら
11

歳
に
対
し
て
促
し
て
よ
い
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
説
明
書

が
２
枚
送
付
さ
れ
た
が
、
違
い
は
。
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パ
タ
ソ
ン　

ひ
と
み
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

不
法
投
棄
再
発
防
止
、
騒
音
対
策

早
稲
田
学
園
と
地
域
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
い
た
だ

き
、
状
況
確
認
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
の
看
板
に
掲

載
し
、
早
期
発
見
で
対
応
に
繋
げ
る
。

暴
走
車
両
を
見
た
ら
１
１
０
番
通
報

を
お
願
い
し
た
い
。

対
策
の
要
請
限
度
を
超
え
て
い
な
い

の
で
直
ち
に
要
請
で
き
な
い
が
、
騒

音
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
継
続
し

て
監
視
し
て
い
く
。

５
月
〜
６
月
頃
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
手
続
方
法
な
ど
を
検
討
中
で
、
避

難
場
所
と
し
て
も
備
蓄
倉
庫
を
配
置

す
る
な
ど
準
備
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き

適
切
な
医
療
体
制
を
整
え
た
上
で
接

種
券
を
送
っ
て
い
る
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
効
果
が
十
分
で

な
い
と
判
明
し
、
接
種
は
努
力
義
務

の
適
用
外
と
示
す
も
の
。

早稲田学園

坂
井　

悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

人
口
減
少
時
代
の
財
政
健
全
化

民
間
参
入
に
よ
る
自
主
財
源
確
保

課
税
自
主
権
の
拡
大

可
能
な
も
の
は
積
極
的
に
導
入
。

初
期
費
用
と
回
収
に
か
か
る
試
算
か

ら
難
し
い
と
判
断
。
更
新
や
管
き
ょ

新
設
時
に
合
わ
せ
可
能
性
は
あ
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が
見

直
さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
成
功
報

酬
型
委
託
業
務
に
取
り
組
む
。

飯
能
市
乗
合
ワ
ゴ
ン
お
で
か
け
む
ー

ま
号
で
広
告
や
協
賛
事
業
を
検
討
。

健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
空
家
解
消
や

移
住
促
進
の
効
果
。
引
続
き
推
進
。

歳
入
面
の
み
で
は
な
く
総
合
的
に
検

討
す
べ
き
。
企
業
誘
致
の
推
進
他
、

市
税
全
般
の
適
正
課
税
が
最
優
先
。

飯能市乗合ワゴン おでかけむーま号
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一 般 質 問

市
長
は
、
飯
能
市
の
教
育
の
目
指
す

と
こ
ろ
と
し
て
、
未
来
を
拓
く
特
色

あ
る
教
育
の
推
進
を
し
て
い
く
、
と

の
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。
学
び
の
共

同
体
と
、
学
び
の
改
革
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
。

「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
・
飯
能
」の
推
進

と
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
ホ
ッ
ケ
ー
場

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
。

行
財
政
改
革
に
数
値
目
標
は
。

当
初
予
算
の
精
度
を
上
げ
、
不
用
率

を
下
げ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
。

行
財
政
改
革
に
数
値
目
標
を
入
れ
る

の
は
２
か
月
あ
れ
ば
可
能
で
は
。

行
財
政
改
革
推
進
の
部
署
設
置
を
。

第
二
庁
舎
を
解
体
し
て
駐
車
場
に
。

保
健
セ
ン
タ
ー
も
解
体
し
移
転
を
。

丸
広
８
階
に
保
育
所
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
備
蓄
庫
を
。

利
用
者
等
の
た
め
西
口
再
開
発
を
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
考
え
は
。

社
会
教
育
は
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
。

小
・
中
学
生
の
学
力
が
全
国
平
均
よ

り
低
い
。
教
育
長
は
ど
う
感
じ
た
。

正
答
率
高
い
県
の
指
導
法
研
究
を
。

「
学
び
の
改
革
」が
４
割
で
実
施
し
成

果
有
り
と
の
こ
と
。
残
り
６
割
は
。
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加
藤　

由
貴
夫
（
み
ど
り
の
会
）

未
来
を
拓
く
特
色
あ
る
教
育
の
進
め

方
に
つ
い
て

ホ
ッ
ケ
ー
場
改
修
に
つ
い
て

未
来
を
拓
く
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

は
、
私
が
市
民
に
お
約
束
し
た
、
最

重
要
公
約
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
、

第
３ 

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
位
置

付
け
た「
学
び
の
改
革
」の
中
心
は
、

探
究
的
で
協
同
的
な
学
び
、
す
な
わ

ち
主
体
的
で
対
話
的
な
学
び
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
正
に
私
が
目
指
す
、
対
話

重
視
の
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
、
最
も
重
要

な
施
策
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

飯
能
市
は
、
市
長
で
あ
る
私
が
先
頭

に
立
ち
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会

が
一
つ
に
な
っ
て
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
と
正
に「
学
び
の
共
同
体
」と

な
っ
て
連
携
し
、
飯
能
市
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
保

障
す
る「
学
び
の
改
革
」に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
整
備
が
大
変

重
要
で
あ
り
、
公
約
の
１
つ
と
し
て

掲
げ
令
和
４
年
度
は
ホ
ッ
ケ
ー
場
の

改
修
工
事
を
予
算
計
上
し
た
。
市
民

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を

さ
ら
に
盛
ん
に
し「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま

ち
・
飯
能
」の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

飯能市の主体的・対話的で深い学び

鳥
居　

誠
明
（
無
所
属
）

第
７
次
行
財
政
改
革
に
数
値
目
標
を

予
算
精
度
向
上
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

小
・
中
学
生
の
学
力
調
査
に
つ
い
て

数
値
で
な
く
制
度
の
変
革
と
し
た
。

今
後
、
前
年
度
ま
で
の
執
行
状
況
や

執
行
率
を
注
視
し
予
算
編
成
す
る
。

可
能
だ
が
仕
組
み
や
制
度
を
改
革
。

コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
４
年
度
は
不
可
。

多
大
な
費
用
要
し
総
合
的
に
判
断
。

庁
内
全
体
計
画
の
中
で
判
断
す
る
。

魅
力
的
な
立
地
だ
が
検
討
が
必
要
。

鉄
道
関
係
者
や
近
隣
の
方
々
と
の
協

議
が
必
要
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

学
校
教
育
は
「
自
ら
学
び
互
い
に
学

び
課
題
に
挑
戦
し
価
値
の
創
造
」
社

会
教
育
は「
学
び
を
地
域
に
還
元
」。

組
織
内
の
話
し
合
い
で
発
掘
す
る
。

申
し
訳
な
く
思
う
。
現
在
は「
学
び

の
共
同
体
」で
成
果
が
出
始
め
た
。

授
業
研
究
と
視
察
の
支
援
を
行
う
。

教
員
の
異
動
等
で
時
間
を
要
す
が
全

校
で
取
り
組
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

第二庁舎
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陳　

情

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

　
　
　
　

 

（
３
月
定
例
会
）

　

決　
　

議

　
　
　
　

 

（
３
月
定
例
会
）

本文（例）署名簿（例） 
  

 
策
定
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　14

提
出
者

五
十
嵐　

勉

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

①
久
下
六
道
線
拡
幅
に
関
す
る

　

陳
情
書

提
出
者

五
十
嵐　

勉

②
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
を

　

立
地
規
制
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て
陳
情

ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議

　

令
和
３
年
度
は
、
１
月
20
日
に

第
５
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
策
定
協
議
会
及
び
飯

能
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
策
定
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
は
、
飯
能
市
の
中
・
長
期

的
な
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、

市
長
等
に
対
し
、
議
会
と
の
協
議

の
場
を
設
け
る
よ
う
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

飯
能
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
連
邦

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に

対
し
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
を
強
く
求

め
る
た
め
、「
ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
」を

令
和
４
年
３
月
17
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

３
月
24
日
の
本
会
議
最
終

日
に
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
の
犠
牲

者
と
一
刻
も
早
い
世
界
の
平

和
を
祈
念
し
、
黙
と
う
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願
ま
た

は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員
（
２
名
ま
た
は
３
名
）
が
必

要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常
任
委

員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を

行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原

則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、
議
場
に

陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ
り

等
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または記名押印）をお願いします。

請願・陳情の提出方法について　･･･市民の声を市政に･･･

 

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 
　住 所 
　氏 名       　　　　　　　  ㊞

 

外○名 

紹介議員   　  ◇◇◇◇ 
　同     　　　▽▽▽▽ 
　同    　　　 □□□□ 
飯能市議会議長 ○○○○様 

住 所　　  氏 名 印  
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阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
を

視
察
し
ま
し
た

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆

飯能市議会だよりリニューアルにあたって

●15　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

　

１
月
19
日
に
飯
能
市
議
会
議
員

有
志
に
よ
り
現
場
の
視
察
を
行
い
、

事
業
者
、施
工
業
者
か
ら
各
工
区
の

工
事
の
進
捗
状
況
や
防
災
・
安
全
対

策
、県
の
指
導
に
基
づ
く
対
策
工
事

の
内
容
等
を
直
接
伺
い
ま
し
た
。

　

多
発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害

や
静
岡
県
熱
海
市
で
起
こ
っ
た
開

発
に
起
因
す
る
土
砂
災
害
等
も
あ

り
、
市
民
の
不
安
な
声
に
対
し
て

も
各
議
員
が
議
会
で
取
り
上
げ
、

市
か
ら
の
答
弁
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
工
業
者
か
ら
の
説
明
も
、徹
底

し
た
防
災
設
計
と
対
策
が
な
さ
れ
、

工
事
は
慎
重
に
無
事
故
で
行
わ
れ

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　飯能市議会だよりは、創刊より４０年の節目を迎えました。ここに至りましたことは、市民の皆様の市議会に対
する深いご理解の賜であります。心より厚く御礼申し上げます。
　様 な々要因により時代は混沌としています。国政も市政も、ますますその役割と責任が重くなってきます。議会
は、今何を考え、何をしているのか。このことを市民の皆様に伝えることも議員の役割の一つと考えています。そ
の代表がこの「議会だより」です。
　広報委員は、この「議会だより」の見やすさ、伝わりやすさなど考え続けています。そして、より身近に市議会
を感じていただくことも考えています。それが今回のリニューアルです。各ページの見直しや、表紙・裏表紙のカ
ラー化により、とても新鮮な「議会だより」になりました。
　これからも、市民の皆様に手にとっていただけるより身近な「議会だより」になりますよう、鋭意努力してまい
ります。

議長　中元　　太

月　　日

１月12日（水）

１月14日（金）

　　　　　　　市町村議会名

東京都八丈町議会

愛知県長久手市議会総務くらし建設委員会

人　数

13

９

　　　　　　視察内容

議会に対するタブレット端末の導入
について（オンライン）

飯能市シティプロモーションと地方
創生

市町村議会行政視察受入一覧
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令和4（2022）年５月１日号
  №1

63

市 会

  Point

  P２ 令和４年度予算に注目！
  P７  13人の議員が登壇

議  令
和
４（
2
0
2
2
）年
５
月
１
日
号

No.163
《
発
行
》
飯
能
市
議
会
　
☎
042－973－2686　

《
編
集
》
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
１
－１

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

Ｍ

編集後記 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 

        

もっと市議会を身近に感じて、
もっと多くの人に読んで
ほしいという想いを込めて
リニューアルされたんだよ！

 

 

 

議会を調べよう！

次回の6月定例会は

6月３日開会予定
会期日程等は6月1日頃内定します。

市議会だよりが
「もっとはんのう市議会」

に変わったのは
なぜ？ 

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）5/26～5/30、6/16～6/21、6/25～6/29
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　今号より議会と市民の皆さまを繋ぐ市議会だよりを
リニューアルしました。
　市民の皆さまに読んでいただきたい、議会のことを
もっと知っていただきたいという想いで、他市議会広
報の研究や、あきる野市議会のオンライン視察を行い、
読みやすい文字、優しい表現、見やすい紙面を心がけ、
皆さまが手に取ってみたいと思っていただけるよう検
討を重ねてまいりました。
　新しい紙面はいかがでしょうか。今後も「伝える」
努力と工夫を続けてまいりますので、ご意見・ご感想
を頂けましたら幸いです。また有料広告も募集してお
りますので、ご活用ください。　　　　 （パタソン）

広報委員　委 員 長　内田　健次
　　　　　副委員長　武田　一宏 
　　　　　委　　員　長谷川順子　パタソンひとみ
　　　　　　　　　　栗原　義幸　滝沢  修 

　田園風景の残る精明地区、下加治
に人気のお花見スポットがあります。
ここには、コロナ禍でもほっとする
時間があります。　　　　　　  

（滝沢）

「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」
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